
栃木市の地域自治制度

述べました「地域の特性に合ったまち
づくり」のひとつの手段となります。
　各地域会議では、発足当初から、幅
広く地域の意見を聞き取り、地域予算
の使い道を提案する「事業計画」を作り上げてきま
した。この地域予算の事業が初めて形となった平成
28年度の使い道については、今号の３頁にてご紹介
をしております。また、新年度に向けましても、
これまで以上に、地域の歴史・文化の継承や、子ども
たちや高齢者の交流、地域のＰＲなど、様々な事業
が準備されております。それらついては、今後、
本紙面や各地域の地域会議だよりなどで随時、ご紹介
していく予定です。
　
　このように、地域会議が地域全体のまちづくりに
関する課題やその解決方法、或いは市に対する要望
や提案等について議論し、まとめ上げていく組織で
あるのに対して、制度のもう一つの柱であり、各地域
でまちづくりの実行部隊となる「まちづくり実働
組織」は、具体的に何かの行事をやっていただいたり、
仲間作りをやっていただく組織です。現在４つの
実働組織が認定され、地域の公園などの環境整備や、
地域イベントの実施、農業体験による子どもの育成、
防災の取り組みなど、活発に活動を始めています。
　
　制度を一新して２年が経過し、この制度も一つの
節目を迎えました。この４月には、各地域会議の
委員の皆さんも２期目を迎え、新しい委員の皆さん
も加わることで、より充実した会議となっていく
ことを期待しております。新年度も、各地域会議と
連携して地域予算の事業の充実を図るとともに、
全地域での「まちづくり実働組織」の設立と活動の
支援を行いながら、制度の益々の充実と地域の発展
につなげてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　栃木市長　鈴木俊美
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　市民の皆さん、こんにちは。
　
　さて、平成24年からほぼ毎号にわたり、皆さんに
市政の話題などをお伝えしておりますこの「市長
通信」も、おかげさまで、今回50回目を迎えました。
連載の第１回目は広報とちぎ平成24年８月号で、
「地域間のバランスについて」をテーマに、地域の
均衡ある発展と地域の特性に合ったまちづくりに
ついて、お伝えしました。
　50回目の節目となる今回は、地域の皆さんとの
協働のまちづくり、という行政の原点に立ち返り
まして、現在の地域自治制度についてお話をしたいと
思います。
　
　栃木市の地域自治制度は、合併直後の「地域自治
区」の制度を経て、現在は本市独自の条例である
「地域づくり推進条例」に基づく制度に移行して
おります。その概要は、市内８つの地域において、
それぞれの地域住民の代表組織である「地域会議」
と、まちづくりの実行部隊となる「まちづくり実働
組織」が両輪となり、地域の活性化を図っていこう、
という取り組みです。全国的にも珍しい、本市の
ユニークな地域自治制度を実効性のあるものとして
いくため、地域の皆さんと市が協力し、試行錯誤を
重ねながら取り組みを続けています。
　
　地域会議の役割として特に重要なものに、「地域
予算提案制度」があります。これは、各地域における
様々な課題を解決するために、一定の枠内で、地域
の皆様方が予算の使い道を考えるもので、冒頭に
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岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

　 本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎21-2316
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

日　時　１日目：５月３日(水)13時～15時
　　　　集合：12時30分　渡良瀬遊水地体験
　　　　活動センター前
　　　　２日目以降：５月から11月までの
　　　　日曜日(６日間)
　　　　※天候により変更・中止あり
場　所　渡良瀬遊水地及び藤岡小学校プール
対　象　65歳以下で、全７日のうち５日以上
　　　　出席ができ、事業終了後、渡良瀬
　　　　遊水地をはじめ、市内周辺でのカヌー
　　　　イベントにスタッフとして活動で
　　　　きる方
定　員　10人（先着順）
参加費　無料
申込み　４月25日(水)までに遊水地課へ電話
　　　　申し込み
◆問合先　■本 遊水地課　☎(62)0919

　都賀地域在住の中村和男様から、ご息女
の遺志を継いで、若者や女性等の創業支援
となる事業に役立ててもらいたいと、創業
支援基金に寄附をいただきました。また、
小学校新入学児童へのお祝いと登下校の
安全への思いを込めた児童用傘を寄贈いた
だきました。このたびは、誠に有難うござ
いました。
・創業支援基金への寄附金  3,000万円
・児童用傘  2,600本

◆問合先　■本 商工振興課　☎(21)2371

　自然豊かな渡良瀬遊水地で、カヌーの
スタッフを目指してみませんか？カヌーの
準備から参加者への補助、ツーリング時の
サポートなど、渡良瀬遊水地周辺で水辺での
カヌーイベントに参加しながら技術を習得
します。

カヌースタッフ養成事業
参加者募集

ご寄附ありがとうございました

中村和男様（写真左）
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